
清須市行財政改革推進プラン（清須市第４次行政改革大綱）の中間まとめに係るパブリック・コメントの実施結果 
 
 

１ 実施期間 

 

  令和２年２月５日（水）から３月５日（木）まで（３０日間） 

 

２ 閲覧場所 

 

  市内主要公共施設１３箇所 

企画政策課（市役所北館３階）・にしび創造センター・にしびさわやかプラザ・ 

西枇杷島老人福祉センター・カルチバ新川・新川ふれあい防災センター・ 

新川福祉センター・アルコ清洲・清洲市民センター・清洲総合福祉センター・ 

春日老人福祉センター・春日公民館・市立図書館 

※閲覧時間は、各施設の開館時間に準ずる 

 

３ 意見提出資格 

 

  市内にお住まい、お勤め、在学の方及び事務所又は事業所を有する方 

 

４ 周知方法 

 

  市ホームページ、広報清須（２月号）及び市公式 Twitter（２月５日、１９日） 

 

５ 意見提出通数 

 

提出通数 ２通 

提出方法 

窓口 １通 

投函箱 １通 

郵送 ０通 

ファクシミリ ０通 

電子メール ０通 

 

６ 意見総数 

 

意見総数 ２件 

内 容 
⑴ まちづくり １件 

⑵ 民間活力の活用 １件 
 

  

７ 意見の内容とそれに対する市の対応 

 

⑴ まちづくり 

意見の内容 意見に対する市の対応 

第２次総合計画の基本理念「安心・快適・

魅力・連携」や政策について実感がわかな

い。本市に住んで本当に良かったと言える

ようなまちづくりができる仕組みを構築

されたい。 

市庁舎内でのイメージが暗いのではな

いか。 

第２次総合計画では、市の将来に向けて

の発展すべき方向と目標を定めるととも

に、その目標の実現に向けて、政策・施策・

事務事業の最適な展開を図ることとして

います。 

行財政改革推進プラン（第４次行政改革

大綱）を着実に実施することにより、行政

運営の下支えとなる行財政基盤を構築し、

第２次総合計画の基本理念や政策の実現

を図ってまいります。 

 

⑵ 民間活力の活用 

意見の内容 意見に対する市の対応 

これまで進めてきた行政改革の取組の

中で、将来を見通していかなければなりま

せん。例えば、総人口について、見通しで

は 2025 年をピークに緩やかに減少し、そ

れに伴って、人口構成比も変化していくと

示されています。 

2027 年にリニア中央新幹線の開業が予

定され、東京に１時間で行けるようにな

り、大きく発展する機会を持つことが可能

となります。そうすれば、生産人口は増大

し、それに伴って、少子化も抑制されるこ

とが予想されます。 

清須市には保育・教育の各施設が十分に

整備されています。各施設の修繕・改築は

その都度行っていく必要性はあると思い

ますが、公共サービスに民間の力を即導入

することは、決して市民の安全や市財政の

将来的な安定につながるとは思われませ

ん。 

行財政改革推進プラン（第４次行政改革

大綱）に基づき、計画的に取組を進めてま

いります。 

公共サービスへの民間事業者の参入に

ついては、その活用可能性と効果を十分に

検討したうえで、導入の是非等を判断して

まいります。 

 

 

資 料３ 


